
１． 主　　催 滋賀県バドミントン協会

２． 主　　管 滋賀県バドミントン協会シニア連盟

３． 期　　日 令和６年１０月２７日（日）

開始式　９時００分～　　競技開始　９時３０分～

４． 会　　場 高島市立高島学園体育館

　　（高島市勝野１０７０番地　　電話：0740-36-0079）

５． 種　　目 30歳以上、35歳以上、40歳以上、45歳以上、50歳以上、55歳以上

60歳以上、65歳以上、70歳以上、75歳以上、80歳以上

の各男女ダブルス・シングルスと混合ダブルス

　　※　年齢は令和5年4月1日現在の年齢です。

６． 参加資格

（登録料　１，７００円）

（公財）日本バドミントン協会公認審判員の有資格者（申請中を含む）であること。

７． 競技規則 現行の「(公財)日本バドミントン協会競技規則」によります。

８． 着　　衣

９． 競技方法

１０． 参 加 料 1人１種目１，５００円、2種目の場合は３，０００円とします。

60歳以上のクラスは、1人1種目１，０００円、2種目の場合は２，０００円とします。

（但し、シングルスと混合ダブルスは兼ねられません）

参加料は、当日会場の受付で納付して下さい。

１１． 申込方法

② 申し込み確認後、申込受付の返信メールをそれぞれに送ります。

１２． 申込締切 令和６年（２０２４年）１０月６日（日）必着

１３． 申込先

令和６年度　第２２回滋賀県シニアバドミントン選手権大会
（兼第２２回近畿シニアバドミントン選手権大会滋賀県予選

実　施　要　項

試合形式はリーグ戦またはトーナメントとします。組合せはシニア連盟に一任のこと。

① 参加申込書に必要事項を漏れなく記入のうえ、下記によりメールで申し込んでください。

試合時の服装で、色付き着衣を使用する場合は(公財）日本バドミントン協会

審査合格品とします。

参加申し込みが少ない年齢は、他の年齢が近いクラスでリーグ戦を行うことがあります。

　　※　２種目の参加が可能ですが、シングルスと混合ダブルスは兼ねられません。

滋賀県バドミントン協会（日本バドミントン協会）に令和６年度登録済みの者であること。

日バ登録は登録担当の管理運営部（岡井）より登録することは可能です。

③ 電話・ＦＡＸ、封書による申込みは受け付けません。

メール先：シニア連盟＝shiga_siniabad@yahoo.co.jp

④ 参加申込書に記載漏れがある場合は、受付をしない場合もありますので、記載漏れ

　　のないように注意してください。

　　　　　　できるだけ日バ登録クラブ単位、チーム単位でお申し込みください。

〒520-0112　大津市日吉台3丁目20-22　　岡井信太郎　　電話：090-4301-8058



１４． そ の 他

　　対応しますが、その後の責任は負えません。

１５． 参　　考

近畿シニアバドミントン選手権大会の選考について

　　お願いします。

　　場合次順位の繰り上げとします。

⑥ 第２２回近畿シニアバドミントン選手権は、兵庫県主催で 

　　令和７年（２０２５年）２月１５日（土）・１６日（日） グリーンアリーナ神戸

昨年度優勝者（出場割当枠外とする）

30MS 山林　克麻

45WS 平尾　由里子

55WS 田岸　幸子

65WS 藤原　恵子

30MD 山林　克麻・戸田　和歩

　　種目内での組み替えは自由とする。

※近畿バドミントン協会のＨＰ(http://www.kinki-badminton.com/)の大会情報にも掲載されます。

② 令和5年度（令和6年2月23日・24日開催）の近畿シニアバドミントン大会の各種目

　　優勝者は本大会の予選に出場せず近畿シニアのみ出場希望の場合はその盲連絡を

③ 各種目の優勝者はその種目の出場権利を有しますが、その優勝者が出場を辞退した

⑤ なお昨年の近畿シニアの要項で各種目１位以外の滋賀県の出場枠は下記の通りです。

　・出場枠は男女シングルス９人、男女ダブルス１２組、混合ダブルスは４組

⑦ 近畿シニアバドミントン大会の正式な要項が、解り次第連絡をします。

② 主催側でスポーツ責任保険に加入していますので、何かあれば当日至急連絡を

　　お願いします。

⑧ 近畿大会の参加料は1種目3,500円(複7,000円)で、60歳以上は1種目2,500円

　　(複5,000円)になり、出場決定者は県大会当日の納入可能です。(参加料は昨年度)

以上

③ 試合の審判については、参加選手相互で行いますから協力をお願いします。

① 近畿シニアバドミントン大会へは、本大会に出場申し込みがない場合は出場できません。

④ 枠内選考については、今回の予選会の成績を考慮し、シニア連盟が出場者を選考します。

① 競技中における負傷等については、応急処置または傷害保険の範囲内において

　　またダブルスの場合は、予選時の組での出場になりますが、編成についてはその


